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COI-NEXT（地域共創分野）デジタル駆動超資源循環　
参加型社会共創拠点（慶應大学）のフォーラムに、北大 COI-
NEXT の吉野プロジェクトリーダー（PL）が登壇しました。

第 1 部では吉野 PL と慶應大学の田中 PL より、 岩見沢市
と鎌倉市で両拠点が行っている活動についての紹介があり、　　
第 2 部では鎌倉市の高校生リサーチャーが「2040 年の鎌倉の    
未来」 について鎌倉市長に向けて発表を行いました。 その後、 
会場の参加者全員によるワークショップが行われ、 地域連携 ・
多世代連携につながる活発な対話 ・ 議論がなされました。
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第 1 回地域・多世代連携フォーラムに、 吉野 PL が登壇（8 月 2 日）

プレコンセプションケアから考える、 自分らしい 「こころとカラダ」 のライフデザイン

北大 COI-NEXT こころとカラダのライフデザイン共創拠点（以下、 拠点）が取り　
組んでいる課題の 1 つ 「プレコンセプションケア（Preconception Care）。」　世界　
保健機構（WHO）では、 「妊娠前の女性とカップルに生物医学的 ・ 行動 学的 ・
社会的な保健介入を行うこと」 と定義されていますが、 拠点では、 プレコンセプション
ケアを 『妊娠を計画している ・ いないに関わらず、 成長段階にあわせてこころと　　　　
カラダの健康、 家族、 ウェルビーイングを考えるうえでとても大切なケア』 であると　
捉えています。 若い世代が自分たちの体について正しい知識を持ち、意識的に健康に
なるよう行動し、 必要に応じて社会的ケアを受けることは、 生涯にわたって自分らしい

生き方ができることにつながるため、社会全体でその必要性を共有することが大切です。 その意味で、職場での理解
やサポートも、 今後ますます重要になってくると考えられています。

今後、 拠点では、 日本の文化や慣習にあわせた 「日本版プレコンセプションケア」 教材の開発、 医療、 学校、
地域、企業が一体となったプレコンセプションケア 「岩見沢モデル」 の構築、6/21 の emmy fes で合意されたプレ
コンセプションケアの周知を目的としたコンソーシアムの設立を中心に活動し、 北海道から全国への展開をめざします。

「プレコンセプションケア」 に代わる新たな名称、 絶賛募集中！
プレコンセプションケアの重要性を若い世代に周知するため、 新たな名称を募集しています。

四字熟語でも、 造語でも OK ！皆様の斬新なアイデアをお待ちしています！
ぜひ coi-meeting@fmi.hokudai.ac.jp にお寄せください！



VOICE

S-RED では、参画機関のみなさまや、まだ見ぬ未来の賛同者の方々にタイムリーな情報をお届けするべく、多様
なメディアを使って広報活動を展開しています。 今回は、 そうした取り組みの一部をご紹介します。

写真を求めて東奔西走　－ SNS 広報チーム発足－
北大 COI-NEXT のことをまだ知らない中学 ・ 高校生や大学生にも情

報を届けたい！そんな熱い思いを持つ SNS（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）広報チームが、2022 年 6 月に発足しました。 使用する主なツー
ルは写真共有サービス 【Instagram】 と、 「つぶやき」 投稿サービス
【Twitter】です。画像投稿をメインとする Instagram の運用にあたっては、
特にユーザーに対して視覚的に訴求することが重要であることから、 日々美
しい写真を　求めて、 大学構内や出先の街々を東奔西走しています。

今後は、 イベントでの周知などを通じて、 中学 ・ 高校生や大学生との
接点をさらに増やし、 未来を担う若者たちと一緒に社会を考えていく体制へとつなげていくことが期待されます。

S-RED のページが産学 ・ 地域協働推進機構の HP に追加
社会 ・ 地域創発本部（S-RED）が所属する 「産学 ・ 地域協働推進機構」 のホームページに、 S-RED の

概要紹介ページと、 S-RED 通信のバックナンバーページが追加されました。 QR コードを読み取って、 各ページへ　
アクセスしてみてください！

5 歳のチワプーレディと 19 歳息子とともに東京在住です。 周産期
に関連した内科医として、 国立成育医療研究センターに勤務して
います。 思春期、 そして大人になる過程での、 次世代を視野に　　
入れたヘルスプロモーションである 『プレコンセプションケア』 を、　　　　
北海道から日本に広めたいという思いで、 COI-NEXT へのご縁を
いただきました。 日本のプレコンセプションケアは、 わが国で不足して
いる国際基準の包括的性教育を思春期前から補い、妊娠希望の
有無にかかわらず、若者がからだもこころも、そして社会の中で健康
に過ごせることをめざすのが大切と感じています。 　　　　　　　　　　　

荒田　尚子
COI-NEXT 副 PL 
国立成育医療研究センター 母性内科　診療部長

今後のイベント（予定）

　8.23  第 3 回参画機関会議

　8.26  げんき発見ドック in 岩見沢

　9.01  幹事機関会議

　9.02  げんき発見ドック in 岩見沢

　9.26  emmy fes 0.8 in 岩見沢

　9.30  emmy fes 0.8 in 東京

10.14  イノベーションジャパン内セミナー

           （吉野 PL 登壇）

10.25  第 4 回参画機関会議

11.05  emmy fes 0.9 in 岩見沢

S-RED の広報活動
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